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1　概　　　　況

本市の自治体消防は、昭和23年3月の消防艇織法施行に伴い、同年4月「熊本市消防本部」が設置され、ここ

に発足した。以来、市民の生命、財産を守り、安全で安心して生活できるまちづくりに貢献するため、制度や機

構の変遷を経てきた。そして今日の消防は、市民に長も身近な防災機関として、その負託に応えるべく日夜活動

を続けている。しかし、社会情勢の潮流は、生活ステージの中に様々な災害国子を隠棲させ、近年では、これま

でに無い複雑かつ大規模な災害を発生させるに至っている.

こうした社会情勢に対処すべく消防局は、平成3年「熊本市消防近代化構想懇話会」の答申を受け、安全で災

害に掛、都市体質の育成を目指し、市民に対する、 -きめ細かな予防広報、防災意識の普及啓蒙活動を横極的に展

開、広域防災センターによる自主防災活動患織の酎ヒに一層努めるとともに、蓮ましい消防を目指し、職員の資.

質向上のための幅広い分野の研修体制、新消防資機材の導入による活動能力の数化、執務環境の整備等、総合的

な消防力の充実菰化を図っている.また、昭和63年には、国際消防救助隊にも登録され、高度な技術を持つ観織

として国際的な活躍にも期待が寄せられている.

一方、明治以来の歴史を持ち地域防災の担い手である消防団は、 3,830人の市民で構成され、常備消防と相互に

連携し、住民の安全確保活動に献身的な努力を傾けており、より地域に密着した防災観織として重要な役割りを

果たしている.

(1)消防職員・消防車両配置状況

(平3.4.1現在)

区 分

局 畢 ・M

潤

防

IE

盟

潤
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潤
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司
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司

令

捕

捕

K

こヒ

長

消

防

,3 1
士

長

柄

防

士

そ

の
他

の
ー随
負

揺

7汁 .
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潤

防

*

* s 2 5 l l 2 5 1 0 2S 1 8 2 3 1 1 1 1 1 1 2 3 1 15 1 .

静 水 出 張 所 2 5 5 6 18 1 1 1 3

池 田 ′′ 2 4 5 8 1 9 1 1 1 3 1

柄 ′′ 1 5 5 s 1 9 1 1 1 3 1

北 部 ′l 1 1 8 5 1 5 1 1 1 3 1

書十 2 6 17 4 7 2 5 5 5 1 15 3 3 A 1 1 1 1 1 1 6 3 5 27 3 1

西

潤

防

m

本 署 1 1 4 ll 3 1 8 2 8 1 8 5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 13 3 1 1

島 l崎 LiI 張 所 1 4 5 9 19 1 1 1 3

南 熊 本 ′J 2 3 7 7 19 1 1 1 3

FH サ'、 .I 2 4 6 7 19 1 1 1 1 4

小 島 ′′ 1 5 4 9 19 1 1 1 3

川 尻 〝 1 5 4 9 19 1 1 1 1 4

河 内 ′′ 1 5 4 5 1 5 1 1 1 3

飽 ra ・天 明 l′ 1 3 1 A 9 1 1 1 3

汁 1 1 6 1 8 6 0 3 9 78 1 2 0 4 5 6 1 1 1 1 1 1 8 3 8 3 6 3 1 1
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* サ 2 5 9 IS 10 2 7 7 1 1 2 1 1 1 1 2 3 2 1 4 1 1

Ll, 水 仙 娘 所 1 7 3 s 1 9 1 1 1 3 1

吾屯 胸ミ ′′ 2 3 .4 1 0 1 9 1 1 1 3

汁 2 5 ID 2S 17 4 5 10 9 2 3 1 1 1 1 4 3 4 : o 1 1 1
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(2 )各種協定及び事務受託の状況

協定等の巷別 協定先の市町村等 粟 野 の 種 類 締 結 年 月 日

熊本県市町村消防相互応 熊本県下全市町村 火災 . その他の災害 昭和 46年 4 月 1.日
援協定 (救急を除く) .

.九州 自動車道における消 熊本県内.の九州自動車 火災 .救急 昭和 46年 6 月30 日
防相互応援協定 道沿線市町 . 消防抱合

新鰯本空港と熊本市の消
火救難活動に関する協定

熊本空港 火災 .救急 昭和 46年 4 月 1 日

火災報知用専用直通電話

に関する協定

菊池西部地区消防租.合
菊池南部消防抱合
高進原南消防風合

災害通報の転送 平成 2 年 4 月 1 日

宇城広域消防風合 災害通報の転送 昭和61年 1 月27 日

熊本県地域救急医療情報
熊本県

情報センターの管理及び
昭和54年12月 10 日センターの管理運営に関

する協定
運営

都市ガス災害対策に関す 西部ガス株式会社熊本 都市ガスに関する火災 .
昭和58年10月21 日る申し合わせ 支店 爆発及び渦えい事故の防

止及び鏡圧

武蔵ケ丘地区の消防相互 菊池西部地区消防組合 火災 平成 2 年 4 月 1 日
応援に関す る覚事 菊池南部消防抱合

救急救助活動に関する消
防相互応援協定 .

熊本県下全市町村 救急救助活動 昭和81年 12月 5 日

大規模特殊災害時におけ 各都道府県の市町村 調査 .火災 .救助 .救急救 昭和62年 8 月22 日
る広域航空消防応援 援出場 (消防へ 7) の要請)

2　火　災　統　計

(I)火災発生状況
(平成2年)

区 分 出
火
件

火 災 穫 . 別 り 災 状 況 焼 損 面 額
損 害 名賀

逮 林 車 船 そ a 世 人 死 負 . 建 **

月 敬 物 野 両 舶
の
他 R 帯 負 著

傷
老

物
Crf )

野
( a )

(千 円 )

1 9
(1)

8
(1) 1 8

( 1)
6 .

( 1)
19
(5) 1 2 2 3 17

(8)

2 15 10 3 n 15 9 3 0 1 2 2 90 3 0 ,8 9 1

3 1 2 8 2 n ll 7 25 2 5 07 16 ,7 0 7

4 9 8 .1 9 8 19 1 25 7 16 ,4 6 7

5 1 3
(1) 9 1

( 1) 2 1 2 1 .1 8 59 3 4 18 20
( 20 )

2 2 , 18 8
(1 4)

6 l l 9 1 1 15 l l 30
1 1 54 5 15 .7 4 4

( 1) (1) (1) (1) (4 ) (13 3) (1 ,6 0 9)

7 .14 13 1 . 2 6 1 7 5 1 1 5 1 ,36 9 2 3 6 .5 8 3
(2 ) 1.2 ) (5) (1) ( 1) (1) C33 2) (2) (7′7 9 0)

8 14 8
1 4 1 l l 6 2 1 4 14 2 5 5 .4 0 6

(2 ) (1) (1) (1) (1) (7 ) (1) (3) (5) C1 3)

9 10
( 1)

8
(1 ) 2 9

(1)
l l
( 1)

29
(6 ) 1 2 20 9 5 ,0 8 2

(2 4)

10 7 6 1 l l 2 6 53 2 7 11 7 . 17 2
( 1) (1 ) (2 ) C 2) (5 ) (5 8) (1 ,0 7 1)

ll 6 3 3 4 3 8 1 13 4 1 ,88 9

12
2 2 17

3 2 27 2 3 5 9
3 . 4 0 4 14 ,5 10

(3 ) (2) (1) (2 ) ( 1) (6) C7 2) (1 ,37 3 )

計 14 2 10 7 2 22 l l 1 67 14 5 40 3 5 28 4 ,9 88 2 7 17 2 .95 6
C 12 ) (9) (1) ( 1) ( 1) (13 ) (8 ) (3 4) (1) ( 1) (5 98 ) C2 7) (1 1′9 02 )

元 年 12 9 1 10 9 1 0 18 8 14 1 40 7 3 28 5 ,9 3 1 13 5 .45 6
( 13) ( ll) ( 1) ( 1) (17 ) (9 ) (2 5) ( 1) ( 1) (7 88 ) (18 ,63 8 )

6 3 16 7 13 4
1 17 15 19 1 17 9 5 6 1

14 3 1 5 ,7 9 9 2 2 0 9 .59 0
(1 4) C 12) (1 ) ( 1) ( 16 ) ( 10 ) (2 9) (3 ) (5 82 ) (19 ,03 1)

6 2 165 13 5 19 l l 19 6 16 3 5 18 10 2 9 .む 7 93,108) 123 .55 5
(25 ) ( 16) e n (2 ) (2 3 ) C 15) (5 6) (2 ) (5 ) (27 ,69 9 )

6 1 2 1 9 17 4 3 2 0 22 26 2 18 9 5 9 0 l l 3 0 7 .2 73 6 18 196 ,49 8
(20 ) ( 15) ( 1) (2) (2 ) (2 2 ) c m (4 9) m 〔2 ) (1 .128) (3 ) C29 .22 2 )

(注 ) ( ) 内 は 受 託 町 を 再 掲
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(2)原因別被害状況
- (単位　千円)

・

原 因

6 1 6 2 6 3 元 2

件 . 損

金

件 a

皇

件 損

盛

件 損

虫

件 損

畠

敬
百
m . 敬

白
額 R

pa
Si R

ロ
秩 8

ロ
額

電

気

に

よ

ち

発

熱

体

暖 房 器 具 3 7 ,77 9 3 9 5 5 7 16 ,5 16 2 5 ,59 9 1 6 ,6 6 3

電 .気 溶 接 、機 2 5 6 2 7 2 7 3 4 13 1 17

星 内、. 外 配 線 7 14 1 3 5 3 4 14 .7 58 1 5 5 6 3′5 9 1

冷 at m

ネ オ .! 、 電 灯 1 3 0 1 6

電 気 畠 具 1 3 ,59 3

モ ー タ ー

コ P.ソ デ ン サ I 1 5 3

コ ソ セ ン′ ト

そ の 他 9 9 ,3 0 1 3 9 ,0 15 8 4 ,0 99 3 5 4 1 8 5 ,9 9 7

ガ

ス

油
額

を
ォs
料
と
す

る
道
s
^

ガ ス こ ん ろ 、 レソ ジ 5 6 ,74 0 9 10 ,4 1 3 3 1 ,2 07- 1 4 6 1 ,77 5

天 . ぶ ち 抽 2 4 3 ,46 2 27 7 ,8 6 4 28 3 7 ,3 19 17 8 ,66 2 2 0 12 ,22 1

風 呂 か ま ど 5 2 ,62 0 4 2 ,8 0 0 3 3 1 6 1 ,52 5 2 35 6

石 油 .ス ト ー ブ 8 1 4 ,66 0 8 7 ,2 5 9 5 1 ,3 76 4 4 ,43 8 4 6 ,9 42

ボ イ ラ ー 3 4 14 2 4 0 2. 26 3 5 1 2 3 8 1

溶 接 、 溶 断 機 1 3 2 1 ,1 17

燈 明 、 ロ ー ソ ク 6 9 ,3 94 1 工 00 6

そ の 他 3 55 1 9 1 2 8 12 .6 24 3 1 .4 6 5

火

種

た ば 25 18 .S 56 14 9 ,8 60 17 15 ,26 8 14 2 2 ,4 36 7 16 ′7 2 1

マ ッ チ 2 9 ,8 36 2 4 7

ラ イ タ ー . 6 9 ,1 16 1 3 1 2 25

焼 却 火 9 5 ,2 78 9 1 , 19 1 9 5 ,5 07 3 53 5 1 0 6 ,3 92

火 の 粉 5 4 9 1 1 7 1 7 ,83 4 3 6 18

火 花 1 3 3 4 2 0 3 1 ,6 77

蚊 取 線 香 . 線 香

そ の . 他 2 8 ,07 6 2 45 3 7 ,5 7 1 1 1

煙 突 煙 道 7 2 93 4 6 ,11 6 2 10 8

車 両 (配線等を含 む ) 5 1 ,2 54 7 86 9 2 8 2 2 ,2 80 7 1,0 4 6

自再

焦
尭
* *$

自 然 発 火 1 2

取 灰 2 102 5 2 09 1 15 0

H ォ* 3 3 8 1 1 60 1 6 23

そ

の
他

火 遊 び 8 2 ,0 20 12 13 ,4 48 13 17 ,90 7 8 8 ,7 2 3 l l 5 ,7 16

放 火 3 5 10 ,3 24 19 3 ,9 06 19 6 ,75 7 15 8 ,4 3 2 1 5 13 ,2 10

不 明 3 0

4

2 19

86 ,0 44 18 2 6′2 09 20

9

167

56 ,6 04 2 6

5

12 9

35 ,13 6 2 5

6

14 2

8 1 ,0 76

そ の 他 75 13 2 3 ,6 44 12 ,8 8 1 8 ,16 1 8 .4 80

合 計
196 ,498 165 123 ′5 5 5 2 09 ,59 0 13 5 ,4 56 17 2 ,9 56

(2 0) (2 9′22 2) (25 ) (27 ,69 9) (1 4 (19 ,03 1) ( 13 ) (18 ,6 38 ) ( 12 ( 1 1′9 02 )

(注)　(　)内は受託町を再掲
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3　救急・救助聯計

(1)救急活動の状況　′

(平成2年)

区分

月

出 動

回 数

事 . 琴 種 別 救 護 人 員 不 搬

送 数

火

%

自

然

災

*
。

水

栄

交

過

労

ァa

災

皇

運

動

競

技

般

負

s

加

皇

自

損

行

為

急

柄

そ

の

他

罪 女 計

1
999

3
19 0

3
4 89

12 6 584 108 528 437 965 73
(70) (9) (1) (7) (2) (42) (9) し卸 39 67 し小

Ⅰ2
827

1 179 6 19 77 10 6 431 98 459 323 782 65
57 . (13) (1) (2) U ) (35 (5) (.27) 1.28) 55 (4)

3 974 1 1 249
15

ll 74
7 ll

492 113 510 418 928 74(55 (12) (2) (3) (3い u ) (27) (28 55

4 885 1 1 226 12 12 10 1
7 8 423 94 495 343 838 74u g) (1) (10) (1) (1) a ) (2い (8) i:22) 24 (46

5
986

2
248

6 15 103 9 16 477 110 5テ6 38 5 961 69
56 15 3̂ (.61 (26 6 (35) (19 (54 (5)

6 974 272 8 15 86 13 6 478 96 554 393 947 67
(64 18 X I) (2) (3) (1) 29 10 a s) (29 (.67 ) o

7 1 ,011 2 1
266

13
18 10 1

7
20 463 120 540 429 96 9 77

(56 (ll) (2) U l (0 25 (6) (36) (20 (56 (5)

8
972

3 1 229 12 10 92 8 15 49 1 111 514 433 947
66(56) (1) (8) (1) (2) (7) (い 26 (1郎 35) C D 56

9 948 2 25 1 16 19 71
8

10 474 97 547 368 915 由

(60 (10) (い (2) (5) (2) (.30 (10) 40 ) (.20 1 (60 (2)

10
964

2
26 1 14 15 87 10 9 460 10 6 54 1 38 6 927 75

(57) 15 (2) LD (7) 24 (8 ) (43) U 5 ) 58 (1)

ll 986 1 258 12 14 84 9 8 49 1 10 9 55 5 418 973 59
(45) (15) 1 a ) tn (16 (5 ) (26 (20 46 (4)

12
1 ,133

3
294 17 10 1 98

16
12 557 12 6 595 47 1 1 ,066 109

(58 (16 (2) (1) (5) (1) (.23 ) 10 ) (36) (18 (54 (6)

計
ll ,659

21
4 2 ,923 134 162 1 ,063 1 16 127 5 ,82 1 1,28 8 6 ,4 14 4,804 ll,218 877

1,683) (2 (152) (8) 19 (70 (2) (8) (328) (94 C3 93) (.28 0 (67小 (33

元年
10,938

21
5 2 ,844 131 142 1 ,092 103 122 5 ,182 1,29 6 5 ,995 4,469 10,46 4 940

(681) (2) (16い 191 (16) (7日 a i 171 (3 17) (9 0 (406) (270 (676) (47

6 3
10,722 18 8 2,705 153 158 qq9 124 131 5 ,069 1,36 4 5 7850 4 ,43 1 10,28 1 821

(7 15 (1) (1) (172) 18) (14) 84 ゥ 蝣(1い (3 19) 92 (4 11) (301) (7 12) (38

6 2
10,448 19 ll 2,598 113 161 1 ,051 115 139 4 ,891 1,35 0 5 ,7 13 4 ,129 9,842 907

(7 62) (い (1) (199) (8) (18) 85 (2) U O) (356) (82 (47 1 (279) (7 50) (52)

6 1
10 .494 22 6 2,619 113 150 961 137 149 5 ,016 1,142 5 ,670 4 ,207 10,494 930

(6 45 ) (2) (2) (191〕 15) 12) 1.631 (3) 9 (282) 66) (380) (262) (6 42) 血

(注)　(　　)内は受託町を再掲

(21救助活動の状況
(平成2年)

事故 火

災

交 * 自 機る 建る ガ酸 煤 そ A
日

計

種別 過 m 輿 械事 物事 ス欠 発
の件数 事 事 災 に故 に故 及事 事

及び人員 & 敬 皇
E=

よ よ び故 故 他

救助出動件数
(件) 126 54 4 9 5 1 18 217

救助活動件数
(件) 63 :e 2 4 3 1 ll 日0

救 助 人 員
(人) 2 36 2 4 3 2 12 61
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4　消　防広報

(1 )広報活動状況回数
(平成2年度)

車両 に よる 地震対策訓 防火≡旺指導 幼年 消.防 ク 少年 消防 ク 防 災 展 事業所消防
防火広報 練 (救急法、 ラ ブ指導 ラブ指導 訓準

(起震 車等) 消火訓練、
防火講話)

(左 同) 一 (左 同)

16 ,49 1 71 230 7 09 245 4 557

(2)広域防災センター入館状況
(平成2年度)

団 体 - 般 合 計

4 22団体 24 ,453人 2 ,428人 26 ,8 81人

(3)消防音楽隊活動状況
(平成2年度)

消防 関係 市 関 係 県 関 係 そ の 他 合 計

26 47 2 ll 86

5　予　　　　防

(1 )危険物製造所等
(平3.4.1現在)

製 造 所 2

貯

蔵

所

屋 内 貯 蔵 所 175

屋 外 タ ンPク 貯 蔵 所 58

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所 45

地 下 タ ン .ク .貯 蔵 所 409

簡 易 タ ン ク.貯 蔵 所 3

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 79

屋 外 貯 蔵 所 24

小 計 793

敬

級

所

給 油 取 扱 1 所 445

販 売 取 扱 所 9

一 般 取 扱 所 155

み な し 移 送 取 扱 所 -

小 計 609

総 計 1,404

(2)同意建物工事別件数(消防法第7条)

馨 竺
新 築 増 築 # m 移 転 m f m 模様替え 用途変更 計画変更 仮使用 合 計

耐 火簡

耐構造

6 1 2 ,163 409 7 4 1 2 16 52 104
2 ,758
(195)

1,051

6 2
2 .435 422 4 4

2 3 13 70
111 3 .064 1.493

(180) (40) (2) (1) (1) (224) (71)

6 3
2 ,5 14
(156)

335
C36) 1 1 1

9
(1)

65
100
(1)

3 .026
(194)

1,035
(25)

元
2,60 4
(2 22)

245
(28) 2 2 4

25

(3)
50 104

3 ,036
(253)

94 1
(52)

2
2,4 34
(2 32)

323
(18)

5
(4)

2 6 10 36 82
2 ,898
(254)

9 36
(59)

(注) (　)内は受託町を再掲
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(3)防火対象物現況
(平3.4.1現在)

署 別

項 別 .

中 央 消 防 署 西 消 防 署 健 軍 消 防 署 計
A
lコ法 8 粂 法 17条 法 8 条 法 1 7条 法 8 粂 法 17条 法 8 粂 法 17条

指 定
(1種

～ 3種 )

指 定

( 4 種 )

指 定
(1種

? 3種 )

指 定

( 4 種 )

指 定

u s

～ 3種 )

指 定

( 4 種 )

指 定

(1種

～ 3種 )

曙 定

( 4 種 )
汁

1

イ 劇 場 、 映 画 館 、 演 芸 場 1 5 5 ll l l

ロ 公 会 堂 、 集 会 場 2 0 22 . 8 20 1 6 2 9 7 1

2

イ
キ ャバ レ ー、 カ フ ェ T

ナ イ ト ク ラ ブ
1 3 蝣蝣) 4 2 6

ロ 遊 技 場 、 ダ ン ス ホ ー ル _ 5 1 38 35 1 9 8 3 10 1

3

イ 待 合 、 料 理 店 1 16 2 3 1 2 0 3 23

ロ 飲 食 店 5 2 1 0 14 1 16 1 04 1? 29 7 4 8 3 45

4
百 貨 店 、 三 一 ケ ツ ト

展 刀て 場
11 7 2 6 188 45 1 62 3 7 46 7 10 8 5 75

5

イ 旅 館 、 ホ テ ル 等 5 5 2 9 59 55 42 25 15 6 10 9 2 65

ーコ 寄 宿 舎 、 共 同 住 宅 等 15 9 1 ,7 77 165 1 ,3 28 2 36 2 ,07 1 56 0 5 ,17 6 5 ,7 36

6

イ 病 院 、 診 療 所 等 10 9 5 7 107 99 90 8 2 30 6 23 8 5 44

一つ 福 祉 、 救 護 施 設 等 5 2 7 9 2 60 2 19 1 4 19 5

ノ、 幼 稚 園 、 養 護 学 校 2 2 22 19 6 3 6 3

7 小 、中、高 、大学 、各 種 学 校 7 2 2 72 58 2 20 2 4 20 6

8 図 書 館 、 博 物 館 3 4 3 10 10

9

イ 蒸 気 、 熱 気 浴 場 3 5 l l 1 1 36 12 4 8

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場 ＼ 2 18 1 l l 10 3 3 9 4 2

10 停 車 場 1 "1 2 1 2 4 6

ll 神 社 、 寺 院 、 教 会 1 6 1 7 3 3 2 1 13 12 62 5 0 1 12

12

イ 工 場 、 作 業 場 2 7 13 7 6 6 3 78 26 2 25 11 9 74 0 85 9

ロ 映 画 、 テ レ ビス タ ジオ

13

イ 車 庫 、 駐 車 場 4 9 5 3 9 1 2 1 1 0 6 9 7 9

ロ 格 納 庫

14 倉 . 庫 4 12 6 2 5 4 2 7 10 3 32 3 9 88 5 9 24

15
前 各 号 に 該 当 し な い

事 業 所 12 9 17 6 17 5 20 5 12 3 2 3 9 4 2 7 6 20 1 ,0 47

16

イ 複 合 用 . 逮 35 0 17 0 4 8 1 16 2 3 2 4 2 13 1, 15 5 5 45 1 ,7 00

ロ イ 以 外 の 複 合 用 途 6 5 20 1 6 4 18 7 7 1 267 2 0 0 6 55 8 55

(16の2) 地 下 街

17 重 要 文 化 財 3 2 1 2 2 1 . 6 . 5 l l

18 ア ー ケ l ド 2 4 2 8 8

合 計 1 ,28 9 2 ,76 1 1 ,8 0 9 3 ,00 4 1 ,4 0 8 蝣3 ,57 1- 4 ,5 0 6 9 ,3 3 6 1 3 ,84 2

(注)　法8粂指定　防火管理者を必要とする対象物(1種～3鍾)
法17条指定　消防用設備等を必要とする法8条措定以外の対象物(4種)
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(4)中高層建築物の現況
(平3. 4. 1現在)

階 数

防火対 象物別

4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 25 計

窮

をの

5 m

* m

15 m
頻 上

31 m
* n

31m

を超

える

もの

1
イ 劇場 、 映 画館 、瀬 芸 場 3 2 5 1. 1 4

D 公 会 堂 、 集 会 場 2 1 3 1 1 2

2

イ
キ ャパ レI 、 カ フ ェー

ナ イ Tl ク ラ ブ
1 1 2 1 1

ロ 遊 技場 、 ダ ソス ホ - Ilル 5 2 2 1 10 . 3 4 6

3
イ 待 合 、 料 . 理 店 1 1 2 i 1

P 飲 ll 食 店 31 24 12 2 2 2 6 79 37 2S 49 2

4P
百 貨 店 、 l7- - ケ ツ ト

展 不 場
40 16 5 3 1 65 19 32 33

5

イ 旅 館 、 ホ テ ル 27 14 14 17 4 3 6 3 1 1 90 25 23 62 5 ▼

ロ 共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 720 578 56 49 42 25 22 22 4 2 6 1 ,526 25 1′2 15 294 17

6

ィ. 病 院 、 診 療 所 109 41 29 14 8 3 1 205 29 99 103 3

ロ 福 祉 、 救 護 施 設 . 3 3 1 3

′、 幼 稚 園

7
小 、 中 、 高 、 大 学 、

各 巻 学 校
90 20 8 2 1 121 9 34 86 1

8 図 書 館、博 物 館 3 3 3

9
イ 蘇 .気、熱 気 浴 場 25 4 3 1 1 34 5 21 13

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場

10 ff * ォ 1 1 1

ll 神 社 、 寺院 、 教 会 3 3 2 1

12
イ 工 場 、 作 業 場 12 3 3 2 20 4 6 14

ロ 映 画、 テ レビス タ ジオ

13
イ 車 庫 、 駐 車 場 2 2 3 1 8 1 3 5

P 格 納 庫

14 倉 庫 12 4 16 8 8

15
前 各 号 に 該 当 し な い

辛 . 業 所
140 50 27 27 22 20 6 1 1 1 1 296 66 102 174 20

16

イ 複 合 用 途 342 179 106 60 43 15 1 8 9 3 1 776 179 3 40 420 16

ロ イ 以 外 の 複 合 用 途 154 61 29 21 5 5 8 4 2 289 16 165 120 4

(16の2) 地 下 街

17 重 要 文 化 財 1 1 1 3 3 3

合 計 1′7 27 1 ,004 296 201 128 75 66 38 12 3 8. 1 1 3 .560 424 2.08 9 1.403 68
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6　緊急通信状況
(平成2年)

着信

種 別
1 1 9 番 警察電 話 加入電話 かけつ け 自己覚 知 事後聞知 そ の 他 合 計

火 7 14 7 3 1 n 2 8 9 76 4

救 急 ll ,9 44 1 92 13 5 12 0 103 2 4 1 2 ,5 18

そ の 他 の災 害 3 92 15 3 7 6 27 2 9 5 06

回 線 試 験 2 0 ,6 77 2 0 ,67 7

転 送 3 27 3 27

い た .ず lら 2 .0 5 3 2 .0 53

柄 .院 I 紹 介 1 ,4 6 7 23 2 1 ,6 99

そ の 他 ll ,5 7 4 10 10 ll ,5 94

着 信 合 計 49 .14 8 2 14 4 17 1 27 132 28 72 5 0 , 138

7　消防水利状況

(平3.4.1現在)

区 域 EH
ロ 中 央 消 防 署 西 消 防 署 健 軍 消 防 署

本 m 池
柄

北 本 島 南 田 小 川 飽天 河 本 出 託

種 別 計 普 * 田 戟 署 崎
m
本 一時 島 尻

田

. 明
内 普 水 蘇

潤
火
栓

公 設 10.778 974 461 327 684 343 479 505 754 637 619 889 298 125 1.610 804 1.269

私 設 127 26 12 9 2 9 6 1 4 5 18 24 6 5

防

火

*

そ

ラ

公

34

40 nf
以 上 319 4 7 6 16 115 14 19 6 4 13 18 36 22 16 23

20~ 40

ni^cM
205 2 7 3 16 35 7 14 1 12 3 28 43 15 6 13

臥

設

40 nf
以 上 123 2 1 2 13 7 8 29 4 9 1 14 14 19

20~ 40

rd未満
64 2 4 7 3 9 2 1 1 4 1 ll 4 15

プ ー ル 136 21 4 6 10 4 7 3 7 6 8 6 9 Z 29 7 7

地、 泉 水 等
40 rrf 以 上

23 3 3 3 1 2 5 2 3 1

8　消　　防　　団

(1)組　　　　織 1団　　76分団(定員) 3,830人

市　長　　　消防団(団本部)　　　分　団

部」:

(平3.4.1現在)

火先班

S^EM担

警戒班

(団長-副団長) (分団長一副分団長) (部長) (班　長)
lE

熊本県消防協会
熊本市支部
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(2)団員及び消防ポンプ数
(平3.4.1現在)

階 級 別 匝「 長 副 団長 分 団 長 副分 団 長 部 長 蚊 長 団 員 計
消防 ポ ン プ

自 動 車

小型 動 力 ポ ソプ

付 潰 載 車

小 型 動 力

ポ ン プ

現 在 教 1 ll 79 67 14 6 4 36 2 ,8 38 3 ,5 78 4 122 6 1

(3)報酬及び費用弁償

(平3.4.1現在)

階 級 別 団 長 副 団 長 分 団 長 副 分 団 長 部 長 斑 長
そ の 他

の 団 員

報 酬 年 額 (門) 53 ,00 0 4 1,0 00 32 ,00 0 2 7 ,000 21 ,00 0 20 ,00 0 19 ,00 0

区 分 費 用 弁 償 額 P (円)

f l 練 出 動 1 回 に つ き 2 ,20 0

研修 、 講 習 又 は 訓 練 の ため 本 県 消 防学 校 に 入校 した と き 日 額 1,00 0

(注)　水火災及び警戒出動に対しては交付金によって弁償(3年度予算額26,878千円)
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